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 一般ガイド 主催ガイド 歴史資料館 出前ガイド 定点ガイド 合 計 

11-12 月 15 件 258 人 1 件 12 人 56 件 108 人 1 件 25 人 236 件 939 人 277 件 1227 人

6 年度累計 34 件 556 人 4 件 183 人 280 件 551 人 2 件 108 人   631 件 2211 人 951 件 3609 人

 
11 月～12 月の活動実績 

１．主なガイド 
・12 月 1日(日)までの土・日  定点ガイド      939 名 

・11 月 10 日(日) 乙訓ろうあ協会                   12 名 

・11 月 16 日(日)ディサービスなごみの郷(出前ガイド)25 名 

・11 月 17 日(日) 円団連親睦委員会   40 名 

・11 月 22 日(金) 亀岡市文化資料館友の会        22 名 

・11 月 30 日(土) 大山崎町企画観光係         30 名 

・11 月 30 日(土) カタカムナ学校                26 名 

・12 月 15 日(日) 堺市登山ハイキング同好会     20 名 

・12 月 15 日(日) ミニガイド大山崎散策         12 名 

２．会の行事など 

・11 月 18 日(月) あちこち学習山歩 80 山科駅～円山公園      

 13 名 

・11 月 26 日(火) 日帰り研修 大徳寺 24 名 

・12 月 9 日(月) あちこち学習山歩 81 平安宮跡探訪 24 名 

・12 月 19 日(木) 学習発表会 37 名 

 

活動予定 
１．主なガイド 
・3月 9日(日) NPO 吹田歴史文化まちづくり協会     2 班 

２．行事予定 
・1月 23 日(木) 新春の集い 

・1月 30 日(木) 子供向けガイド学習会 

・2月 17 日(月) あちこち学習山歩 83 天王山～水無瀬の滝 

 

〇 アサヒグループ大山崎山荘美術館   4 月 6 日(日まで  

「松本竣介 街と人 －冴えた視線で描く－」 

新年のご挨拶 
会長 吉岡 望 

明けましておめでとうござ 

います。皆様ご家族おそろいで 

新しい年をお迎えになられた 

ことと存じます。 

昨年４月に始まった今年度 

の活動も最終コーナーにさし 

かかりました。これまでの活動 

を簡単に振り返りながら、今後 

についても考えてみたいと思い 

ます。 

上半期においては、夏場の熱中症対策で、真夏の二か

月間、屋外活動の休止等の制限をしました。今後も夏場

対策は不可欠と予想されます。下半期集中スケジュール

の緩和のため年間計画の見直しも必要かもしれません。 

そうした中で、ガイド部門では、天王山ウォーキング

や水辺の散策について、お客様の意見を参考に案内ルー

トの変更などを行い、次年度以降の改善へのステップと

しました。また小学生への出前ガイドとフィールドワー

クを組み合わせた学習支援は、今後の一つの形になる可

能性を感じました。そして、懸案となっていたミニガイ

ドを実施し、今後もお客様のニーズに応えながら、継続

実施の定番イベントとすることとしました。 

 事業学習部門では、淀川資料館、鍵屋資料館の現地見

学、大徳寺への研修旅行等興味深いテーマが企画され、

参加者に大変好評でした。さらに 12 月には各班の学習 

 

11-12 月 ガイド実績 
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発表会も行われました。 

並行して今年５月開催スタートの案内人養成講座に

向けての準備委員会を昨年６月に立ち上げました。OFG

の今後の安定的な存続と発展のため、新会員の加入が欠

かせません。10 期生アンケートによると、受講、入会の

動機は会員からの誘いが大多数でした。皆様の周りの

方に、養成講座への参加の呼び掛けをお願いします。そ

して養成講座が円滑に運営できるよう引き続き全員で

取り組みましょう。 

世の中の変化とともに、OFG を取り巻く環境も変わり

ます。数年後、私たちガイドは関連情報、写真を収納し

たタブレット片手に案内しているかもしれません。ま

た、増加するインバウンド客に対して AI(人口知能)や自

動翻訳機を使いながら案内しているかもしれません。そ

れでも、生涯学習をベースとし、多くの方々にガイド活

動を通じて地域の魅力を伝えるという創立当初からの

目的は変わりません。 

さて、2025 年、皆様どういう年にしようと考えていま

すか。年齢を重ねるごとに記憶力は衰え、新しいことに

対する興味も薄くなりがちです。サミュエル•ウルマン

の有名な詩『青春』の一節に『年を重ねただけで人は老

いない。理想を失うとき初めて老いる』とあります。私

たちも、OFG の活動を通じて、年齢に関係なくいつまで

も若々しくありたいものです。 

本年も皆様方が健康で穏やかな年を過ごされますこ

とをお祈りいたします。 
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OFG だより次号は 3月 10 日に発行します。 

 

 

終日曇り空の程よい気温の 10 月 26 日（土）に実施

出来た。参加者は山歩き 48 人、山麓歩き 23 人、合計

は 71 人で盛会と言えようか。 

参加年齢層は両コース共に 50 代～70 代が多数。行

事を電鉄会社の広報誌で知り参加した人が多かった。

乙訓地区からの参加者は両コース共に３人ずつで、仲

間から口コミで知って参加した人がいた。我々は日頃

から有効な口コミ宣伝をする必要がある。高知など遠

方からの参加者も多い。 

アサヒグループ大山崎山荘美術館庭園（参加者が一

番印象に残った場所）を見てから山に向かった。此処

で時間調整も出来て非常に良かった。 

今回の登山コースは天王山山頂折り返しコースで、

私には丁度良い距離であったが、若い人、元気な登山

者にとっては物足らなかったかもしれない。 

 

 

私のグループで当日参加の中年男性が途中で体調が

悪くなり、メンバーが付き添い下山してくれた。こん

な事も有るか、後は仲間が付き添い行動してくれた。

参加者に大した事故もなく終了出来た。 

今回は、下山ルートにスキー板ベンチコースとし

た。急斜面があり、岩がゴツゴツした道なので心配し

たが、乗り切れた。山麓コースでも女性の参加者が体

調不良で途中離脱したが、フォロー出来て良かった。 

山崎合戦について 

改めて理解できたと 

いう人もいて、丁寧 

な説明をして頂き感 

謝の人が多数あった 

と言う。 

（2班 澤田僚一 記） 

 

 

11 月 17 日（日）、大山崎町歴史資料館企画展『宝積

寺 1300 年－その信仰のかたち』の現地見学会に参加

しました。 

最初に、資料館で福島館長より宝積寺は開基して

1300 年になること、京都大学所蔵の宝積寺文書の殆ど

は売券と寄進状で、また修復された十一面観音立像に

は造像当時、数多くの人々が奉加していること等を説

明して頂きました。その後、山崎院跡から大念寺、宝

積寺のコースをたどりました。 

宝積寺は、「宝寺」とも呼ばれ聖武天皇の勅願で、

山崎橋を架橋した行基が開山し、元は山寺でした。平

安時代後期頃から庶民の信仰も集めるようになりまし

た。 

聖武天皇が龍神から打出と小槌を授かり祈願したと

ころ、75 日後に天皇に即位できたという伝説や山崎橋

が流失した時、ご本尊の十一面観音が翁に化身し見事

に橋を完成させたという伝説が残されています。 

本堂の見学では、尊い観音様のお顔を拝ませて頂く 

 

 

という当時の山崎の人々の気持ちに寄り添いながらも

貴重な文化財に対する注意もあり、薄暗い通路を慎重

に通過しました。 

閻魔王と 4 眷属は、西観音寺にありましたが、明治維

新の神仏分離で宝積寺に移されたもので、流石に閻魔

王は迫力がありました。三重塔は、山崎合戦で勝利した

秀吉が一夜で建てたという伝説から「一夜の塔」と呼ば

れています。最近は小動物のいたずら対策をどうした

らよいかが課題のようです。また九重塔は、聖武天皇 

の供養石塔で一足早く地 

震対策をしたために大阪 

北部地震では倒壊を免れ 

たとも伺いました。 

これからも貴重な文化 

財を守っていかなければ 

との思いを新たにしまし 

た。 

（3班 酒井重男 記） 

  

 

11 月 26 日(火)、OFG ガイド内容と繋がりの深い京都 

の大徳寺を 23 名で訪問しました。大徳寺は鎌倉時代に 

大燈国師が叔父の赤松円心の援助により建立したのが 

起源と言われています。赤松円心の荏胡麻に関する書 

状が大山崎町歴史資料館に展示されています。また、 

大徳寺は山崎の合戦の覇者・豊臣秀吉が織田信長の葬 

儀を行なった場所です。更に、山門「金毛閣」は茶室 

待庵を設計した千利休が秀吉の怒りをかった原因と伝 

えられています。 

大徳寺には本坊と 21 の塔頭があり、外から金毛閣を 

見学後、２班に分かれて主に「黄梅院」「総見院」を見 

学しました。黄梅院は信長が父・信秀の追善菩提のた 

めに秀吉に命じて建立したのが始まりで、利休作庭の 

苔一面の「直中庭（じきちゅうてい）」や枯山水庭園な 

 

 

ど禅寺の風情ある美しい庭園がありました。また、日 

本最古の庫裏の屋根は杮葺ですが、勅使門に使われた 

檜皮葺の方が格式は高いと知りました。 

信長の塔所として秀吉が新たに創建したのが総見院 

です。本堂には沈香で作られた眼光鋭い信長公の木造 

が安置され、墓地には信長や信長の子息、正室、側室 

の 12 基もの供養塔が並んでいました。 

修行の場であるため境 

内参道には色づいた楓も 

ない禅宗寺院を訪問し、 

今回の学習成果を今後の 

ガイド活動に生かすこと 

を決意しました。 

(4 班 須田幹夫 記) 

 

 

秋の天王山ウォーキング同行ガイド記 

 

宝積寺 1300 年見学会に参加して 

 

宝積寺仁王門 

大徳寺日帰り研修  

深 悼 2 班 澤田僚一氏がご逝去されました。上記記事は生前にいただいたものです。OFG への多大なご貢献に

厚く御礼を申し上げ、衷心よりご冥福をお祈りいたします。 合掌 


